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となる.ここで Jt(kr)は整数次 tの Bessel関数であり,lは入射波の角運動量である･.


























のように展開しておく. 添字 jはdiskの番号で, r3.はdisk境界上の点の座標である. 7?i
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H--,(kR)cos(字)･ 器 H--,(JEkR,], (3122,
H-(kR)cos(竿 )･2豊 H-(V5kR)cos(-q)], (3･23,
(3.24)
H.n_m ,(kR)cos
(3m - m')冗 +(-i)m'Hm+m,(kR)cos(3m + m')1r


















(i)Re(k)が小さい (エネルギーが小さい)領域 : 半古典論はhが十分小さいと仮定し
た時に成り立つので,波数が小さい,つまり低エネルギーのところで量子論との一致が悪
くなる｡










































図4.3‥Al対称性,a-1,R-6での散乱共鳴を与えるk,ea ｡ 量子論 による結果 (･)と半
古典論 (虐期 1+2+3まで)(×)による結果の比較を示す｡
Re(k)
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図 4.ll:Gaspa,dと Ricel51によって得られた･半古典論による 3harddisk系






































































































































































盟 +Ew Hm-m,(kR)Jm(ka)Jm,(ka)ALj,me･mlC,･e-e"･Jt･f(3m -m,)Sr,･_jJlm｡d2,12impl,=-～
･冨 'Ew H---,(- )J-(ka)J-,(ka)A,i,met-,C,･e-C,･,I,t'-q6.i-,.,m.d2,0(B･11)mlJ=一〇〇
ただし,
ejj,-0,C3･j,--ejlJ･






B.2 点 γが 領域 βの中の diskから十分離れたところにある場合
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空 去 et'LQrEu l6L･,e-t'(kr-LIT/2-q/4'･扉 (kr-LIP/2-q/4'】e･rLQr (B･21)ll=100
となる｡ただし【(3･2)式との比較より】,
4 +∝l
S,,-6,I+i汀a∑∑A,imJ,_m(ks)Jm(ka)e-t'LlQ･j,)'=17n=-く泊
である｡
(B.22)
C 散乱共鳴を与える点の分布関数
散乱共鳴を与える波数kの単位Re(k)当たりのlIm(k)Iの分布関数を求める.散乱共鳴
はRueueゼータ関数の零点で起こる｡このゼータ関数を
〟
(ll(-ik)-I(I+iy)-∑ bnexp(入n(I+iy))n=1 (C.1)
のように書き換える｡ここで,y=Re(k),x=-Im(k)である｡一般に(C.1)式はyの周
期関数であるから,
〃
I(I+iy)-∑Bn(I)exp(i入ny)n=1
Bn(I)-bnexp(入nx)
と書き換えられる｡ここで,
(C.2)
(C.3)
である｡
ところで,図C･1のように複素平面上の長方形Cに含まれるf(I+iy)の0点の数は,
･(cl,x2".,y2)- ; fcdlogf(x･iy)
去fcdloglf(IIiy)[Iiargf(x.iy)]
去fcdargf(xIiy) (C･4)
で計算できる【13】｡単位Re(k)当たりのxl<-lm(k)<x2に含まれるf(I+iy)の数肴
〟(∬1,才2)≡ lim
(y2-yl)-∞
N(31,32;yl,y2)
y2-yl
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(C･5)
奥田 敏弘
0yl y2 y-Re(k)
_一一一十√ I
I=-Im(k)
図 C.1:(C.4)式で使われる複素平面での周積分
のように定義する｡十分大きい(y2-yl)に対しては長方形 Cの虚軸に沿った部分からの
寄与は消え,
H(xl,x2)-去【M(x2)-M(xl)]
となる｡ここでM(I)は複素ベクトルf(I+iy)の平均運動で,
1
M(a)≡ylimw;arglf(I+iy)]
である｡∬1-0とすると,求めるべき分布関数
h(I)≡ H(0,I)
lim
(y2-yl)-∞
argf(I+iy2)-argf(I+iyl)
27T(y2-yl)
(C.6)
(C.7)
(C.8)
を得る｡
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